
※ 一定時間、ボタン操作をせずにおくと、セッションタイム
アウトしてしまい、入力した情報が消えてしまう場合があります。
本システムでは、60分以上のタイムアウト時間を設定しています
が、ご利用環境により、更に短い時間でタイムアウトとなる場合
があります。
随時［一時保存］ボタンをクリックして情報を保存してください。

【抜粋版】実施状況報告書 作成用















「研究者ログイン」のログイン
ボタンをクリックしてください。

応募者ログイン画面で、e-RadのIDとパスワードを
入力してログインしてください。



「交付内定・決定後の手続きを行う」
をクリックしてください。













※名誉教授・功労教授等、
部局に所属しない場合は、
全角スペースを入力してください。

所属・部局・職名は
3月31日時点の情報が
表示されます。

3月31日時点の情報に
なっていない場合は
修正をお願いします。





※化学式、数式等の使用は極力
避けてください。

当該年度までに実施した研究を
踏まえ、「交付申請書」に記載した
｢研究の目的」に対する当該年度
までの進捗状況について、以下の
区分により自己点検による評価を
行い、プルダウンから選択してくだ
さい。
＜区分＞
(1)当初の計画以上に進展している
(2)おおむね順調に進展している
(3)やや遅れている
(4)遅れている

また、その区分を選択した理由を
簡潔に記載してください。
（最大800文字、改行は5回まで
入力可。）

本研究課題の今後の推進方法について簡潔
に記載してください。（最大800文字、
改行は5回まで入力可。）

※令和4年度の報告になりますので、
　令和4年度が「本年度」・「今年度」、
　令和5年度は「次年度」
になりますので記載にあたっては
ご注意ください。

※入力に当たって、専門用語を
多用することは避けてください。

報告書の内容は科学研究費助成事業
データベース(https://kaken.nii.ac.jp/)
において広く公開されます。

当該年度に実施した研究の成果について、その
具体的内容、意義、重要性等を、「交付申請書」
に記載した｢研究の目的」｢研究実施計画」に
照らし600 字～800 字でできるだけ分かりやすく
入力してください。
（最大800 文字、改行は5回まで入力可。）

本研究課題の研究成果の内容をよく表して
いると思われるキーワードを１項目以上
８項目以内で入力してください。
化学式、数式等の使用は極力避けてください。

https://kaken.nii.ac.jp/




研究発表の入力については、入力方法に細かい指定がありますので、必ず、「記入例・
作成上の注意」をご確認いただき入力をすすめてください。

入力欄が足りない場合は、「追加」ボタンをクリックして入力欄を表示してください。

①雑誌論文
(1)｢掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識
別子）」｢著者名」｢論文標題」｢雑誌名」｢巻」
｢発行年(西暦)」｢最初と最後の頁」をそれぞれ
入力してください。DOI を入力後に、［検索］を
クリックすると、｢著者名」｢論文標題」｢雑誌名」
｢巻」｢発行年(西暦)」｢最初と最後の頁」が表示
されるので、誤りがないか確認した上で登録して
ください。(ただし、データベースに情報がない
場合は、正しいDOI を入力しても表示されませ
ん)。また、DOI がない場合には、なしにチェック
してください。
「著者名」は原則全員となりますが、第一著者、
研究代表者、研究分担者及び研究協力者を省略し
なければ最大20名程度（最大160文字）としても
差し支えありません。
電子ジャーナル等でページ数がない場合、または
本様式作成時点で巻や頁が未定の場合は「－」を
入力してください。

(2)   ｢査読の有無」
雑誌論文が査読付論文の場合は、チェックを入れ
てください。DOI で検索した場合、本項目は反映
されないので、注意してください。

(3)  ｢国際共著」
雑誌論文が国際共著論文（異なる国を拠点とする
複数の研究者による共著論文）の場合は、チェッ
クを入れてください。

(4)  ｢オープンアクセス」
雑誌論文をオープンアクセス誌に発表した場合や、
機関リポジトリに登録するなどセルフアーカイブ
等により公開した場合、あるいはいずれかの予定
がある場合は、チェックを入れてください。

②学会発表
(1)｢発表者名」｢発表標題」｢学会等名」｢発表年」
を入力してください。「発表者名」は原則全員です
が、発表代表者、研究代表者、研究分担者及び研究
協力者を省略しなければ最大20名程度（最大160
 文字）としても差し支えありません。

(2)｢招待講演｣
学会発表が招待講演の場合はチェックを入れてくだ
さい。

(3)｢国際学会｣
学会発表が国際学会の場合はチェックを入れてくだ
さい。

③図書

(1) ｢著者名」｢出版社」｢書名」｢発行年」「総
ページ数」を入力してください。「著者名」は原則
全員ですが、第一著者、研究代表者、研究分担者
及び研究協力者を省略しなければ最大20名程度
（最大160 文字）としても差し支えありません。
なお、｢ISBN｣を入力後に、［検索］をクリックする
と「著者名」｢出版社名」｢書名」｢発行年」｢総
ページ数」が表示されるので、誤りがないか確認
したうえで登録してください。

(2)本様式作成時点で、発行が確定しているが、
「総ページ数」が未定の場合は「－」を入力して
ください。











当該年度に本研究課題で得られた研究成果により
出願又は取得した産業財産権（特許権、実用新案権、
意匠権）についてすべて入力してください。
なお、「取得済」については、補助事業期間内に
出願したものに限ります。

当該年度に本科研費を使用して開催した国際学会・国際会議等の
国際研究集会についてすべて入力してください。

当該年度に本研究課題で実施した国際共同研究に
ついて入力してください。

共同研究相手国が５か国を超える場合は、
「他 か国」に入力してください。

相手方研究機関が３機関を超える場合は、
「他 機関」に入力してください。

研究内容や研究成果に関するWebページが
ある場合に入力してください。

雑誌論文、学会発表、図書に当たらない
研究発表等がある場合に入力してください。









入力していただく情報は「収支状況データ」に
記載していますので、ご確認いただき入力して
ください。

「当該年度の実支出額(Ａ)」
等を入力後「再計算」ボタン
をクリックすることで、自動
計算された金額が表示され
ます。

「当該年度の実支出額(Ａ)」については
当該年度に使用した額を費目ごとに入力
してください。支出がない場合は｢０」を
入力してください。



｢次年度使用額（Ｂ－Ａ）｣欄が
｢０」より大きい場合に入力して
ください。
次年度使用額が生じた理由、及び
次年度使用額と当該年度以降分と
して請求した助成金を合わせた
使用計画を簡潔に入力してくだ
さい。（最大600 字。改行は３回
まで入力可）

※令和4年度の報告になりますので、
　令和4年度が「本年度」・「今年度」
　令和5年度は「次年度」
になりますので記載にあたっては
ご注意ください。





一品又は一組若しくは一式の価格が50万円
以上の物品（図書を含む。消耗品、備品の
別を問わない。）について入力してください。

共用設備を購入した場合は、本科研費で負担
した額が50万円未満であっても、価格が50万 
円以上の場合は入力してください。

この際、「金額」欄には購入した物品等の
価格を入力し、「合算使用の負担額」欄の
「合算」にチェックを入れ、同欄に本科研費
で負担した額を入力してください。





入力していただく情報を
「収支状況データ」に記載
していますので、ご確認
いただき入力してください。

研究代表者及び研究分担者ごとに
当該年度の直接経費の支出状況に
ついて円単位で入力してください。

また、研究代表者及び研究分担者
ごとに当該年度の間接経費の
譲渡額を入力してください。

研究分担者が6名以上の
場合、「選択」欄に
チェックボックスが表示
されますので、研究実施
状況報告書に表示する
5名を選択してください。

所属・部局・職名は
3月31日時点の情報が
表示されます。

3月31日時点の情報に
なっていない場合は
修正をお願いします。

自動表示されている
機関名が実際と異なる
場合は、研究機関番号
欄に正しい研究機関番号
を入れ、［情報更新］を
クリックし、正しい研究
機関名が表示されること
を確認してください。








































